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概略

第１回では、各実験炉の計画の年表を作成し、日本の優位性はプラズマ試験が
できる点であること、しかし、他国に追い付かれる直前であること、すぐにアク
ションを起こす必要があることをご説明した。

今回、官民投資ロードマップ（改定案）（資料３）に基づき、フュージョンエネル
ギーの技術担当の立場から、勝ち筋と官民投資について改めて論点を整理し、
より具体化することを試みた。

最後に、最近の分野横断的人材獲得のための活動をご紹介する。
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①官民投資促進に向けた課題のうち最大の課題「技術の不確定性」を制するには
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不確定性に関わる主要因 戦略の明確化が重要 競争力（コスト効果）
プラズマ制御の不確定性 プラズマ実験による、長時間安定、かつ高圧・高密

度プラズマの制御技術開発
炉構造の精度緩和・合理化（安全性
にも関わる）

炉壁材料の未知性（中性子損傷による損
傷・耐久性）

材料開発。日本単独か、海外施設利用か、海外と
協力か？

保守頻度低減
炉構造の合理化

燃料サイクル（特にトリチウム）の自立性 試験装置やITERに加え、原型炉での実証が重要 燃料自律性・規制の合理化



②本当の勝ち筋をつかむためには「技術の不確定性」を世界に先駆けて制する
それに関する点を具体的に明記し、重点化することも重要。

追加文案（議論が必要ですが、1案です）
①勝ち筋
• 日本は、かつてのJT-60にて世界最高イオン温度達成や主要な

プラズマ制御技術を獲得し、現在、世界最大のトカマク型核融合
装置JT-60SAでプラズマ実験を開始し、ITERから原型炉に必
要な高圧力プラズマの生成・制御技術を実証するところ。

• 現状、海外の野心的な計画においても、例えば、プラズマ対向機
器（超高温下でも耐えられるタングステンモノブロックを用いたダ
イバータ等）や、高出力・高信頼性を誇る加熱装置など我が国が
チョークポイントを握る重要技術が多数存在するなど、我が国の
技術は世界トップレベル。

• こうした技術力をベースに、今後さらに技術開発・実証を加速す
ることにより、競争力のある（低コストな）フュージョンエネルギー
発電システムを世界に先駆けて確立する。

• その際、材料開発については、ITERや国内施設を有効活用し、友
好国と協力して、燃料サイクル・材料・安全性など不確定要素を克
服する技術獲得を合わせて行う。

• これにより、新たなエネルギー源として環境問題の解決や、エネル
ギー安全保障の強化を実現するとともに、システム輸出及び主要
コンポーネント輸出を通じて海外市場を獲得する。

②我が国として構築すべき機能
• 競争力のある炉設計を加速するためのプラズマ開発拠点
• 不確定要素を制するためと国の主導と全日本体制の構築
• 競争力のあるフュージョンエネルギー発電所を設計・建設・運用で

きる企業
• それを支える、コンポーネントや材料等の強固なサプライチェーン

分野横断的
な素地とな
ることが
期待できる

官主体の
活動の場合、
スピード感
増が必要

追加文章も、
結局、
ここに
掛かる
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書きぶりは
相談



③官民投資を高めるためのモデル案

国の研究機関：国と約束した計画を、堅実に進める
・基盤技術の継続的な育成
・それに基づく人材育成
・着実なプロジェクト進展

・スタートアップ・企業からの提案を受け入れる体制作り

スタートアップから、これまで核融合に
参入してきた企業に発注が始まってい
る。

相乗効果に期待感
・官の組織の技術的実績や確実さ
（信頼度は高いがスピード感がない）

・スタートアップのスピード感
（スピードはあるが、リスクあり）

この確実性とスピード感の両輪で魅力
を高め、弱点を減らすことが、
官民投資を高めるために重要と感じる。

例えば、施設共用による施設利用を
積極的に推進するためには、スピー
ド感をもって受け入れるための官側
での体制が必要。
・予算の仕分け方
・物品の仕分け方
・受入れ体制（SUを作らせる等）
・官資金の効果的投入方法

スタートアップ・企業からの提案
新規アイディアの検証、設計加速、
及び製品化等のための、
・新機器の追加
・既存機器の利用
・AI技術の活用
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④人材育成・獲得への一例：分野横断的協力

参加者構成
大学1-2年生 12％
高専3-4年生 12％
大学3-4年生 35％
大学修士 17％
大学博士 1名
企業 12%
研究者 12％

核融合と共通基盤技術を有する加速器、宇宙の分野に興味がある

参加者を募り、各分野の女性講師、基調講演に他分野の女性講師を

集め、総勢50名以上の女性が参集。

見学は、那珂研究所、J-PARC、日立製作所、と多様にセット。

講義・講演は、質疑応答が止まらない活気に満ちた雰囲気。人材の

ネットワーク作りにも貢献し、参加者の満足度は5点満点中4.7点。

見学会も好評。参加者は、3分野に共通技術があることを学び、那

珂研も見てもらうことで、今後のキャリアパスを検討している若い

世代に、改めて核融合に興味を持ってもらうことができた。

5/5


	第２回フュージョンエネルギーワーキンググループ��勝ち筋と官民投資に関して�フュージョンエネルギー技術担当の検討��2026年3月30日　柏木美恵子
	①官民投資促進に向けた課題のうち最大の課題「技術の不確定性」を制するには
	②本当の勝ち筋をつかむためには「技術の不確定性」を世界に先駆けて制する�それに関する点を具体的に明記し、重点化することも重要。
	③官民投資を高めるためのモデル案
	④人材育成・獲得への一例：分野横断的協力

